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久方ぶりに自粛のない夏休みでしたが、新型コロナ

ウイルス感染症よりも記録的な猛暑日が続く毎日に辟

易とした休みでした。そんな中でも子ども達にとって

有意義な休みとなったでしょうか？  

５年生は７月２４日から３日間、林間学園に行って

きました。林間学園の取組では、親元を離れ、自分達

で多くのミッションを体験することで一体感や協力

性、責任感、友だちの何気ない思いやり、そして高揚感などを体験しました。さまざまな

葛藤や失敗を経験したことが、一人一人の成長につながっていたと思います。 

 

さて、夏休みの後半は、高校野球、世界陸上、バスケットボール W杯と手に汗握るゲー

ムにスポーツの持つ力をまざまざと感じました。 

 専修大松戸高校の活躍と 6-0からの逆転負け、仙台育英の須江監督の「グッドルーザ

ーたれ」などの考え方、やり投げの北口選手の最後の一投や決勝に残るようになった日本

人選手の躍進、１８点差を第４ピリオドでひっくり返すスラムダンクのような W杯での歴

史的初勝利などなど、見ている人たちも一喜一憂しながら観戦し、最後には心からの拍手

を送ったのではないでしょうか？それは、選手たちの今までの努力や気持ちに共感し、自

分自身への活力を感じたからだったのではないかと思います。 

一昔前のコーチングでは、「決められたプレーを上手にできるようになるため」を指導者

が事細かに指示し、プレーヤーは失敗しないように繰り返し反復練習を行うものでした。

しかし、現在は、プレーヤーの実態に合わせ、目標に向かって何が必要か考えさせ、どの

ように取り組んでいくのかを計画させていくことが多くなってきました。自分を客観的に

見つめるので失敗から学ぶ力が育っていくのです。 

そんな主体的に考える姿が、今の日本選手の躍進につながっているのではないかと思われ

ます。もちろんその土台にあるのは基礎基本の力です。この基礎基本を身につけるまでに

は、粘り強く反復練習を重ねる姿が必要となってきます。それには、やらされている受け

身の姿勢より主体的に自分から行う姿勢が効果を高めていきます。 

仙台育英の須江監督の「人生は敗者復活戦」のように負けた経験から学ぶこと、あきらめ

ずに何度でも挑戦する姿を小学生のうちから子ども達にも身につけさせていきたいと思っ

ています。 

そのためにも低学年のうちは、当たり前のことを当たり前に行うこと、高学年になるにし

たがって、教師も保護者も子ども達にあれやれこれやれとこと細かに指示せず、何のため

にどのように行うのか一緒に考えていく姿勢が大切になると思います。 

学校生活の１学期を仲間づくりの時期と考えると、２学期は仲間と共に高め合う時期で

あると考えています。この時期は、学力向上はもちろんのこと、絵を描くことや歌を歌う

こと、運動すること、総合的な学習などさまざまな体験を通し、自分から主体的に取り組

む姿、何事にも挑戦する姿、あきらめない姿を育てていきたいと思います。 

今学期もまたよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

日 曜 行  事 日 曜 行  事 

1 金 ２学期始業式 : 下校 16 土 松戸市理科作品展（文化ホール 14～17日）  

2 土 防災週間（8/30～9/5） 17 日   

3 日   18 月 敬老の日  

4 月 

通常日課開始 給食開始 

委員会活動 

５・６年なのはな 7くみ発育測定 

19 火 ６年租税教室 

5 火 
５年夢の教室 

３・４年発育測定 
20 水 

読み聞かせ中学年７くみ 

２年校外学習 

6 水 

夏休み作品展(～9/9) 

１・２年発育測定 代表委員会 

日本語教室統合プログラム 

21 木  

7 木 創立記念式典 22 金 授業参観  

8 金  23 土 秋分の日 

9 土  24 日   

10 日   25 月 クラブ活動  

11 月   
26 火 

１年校外学習  

体力テスト（～10/3） 
12 火 

５年３Dスコリオ健診 

３年白玉工場見学 27 水 全校朝会６年「きらきらし」学習 

13 水 読み聞かせ低学年 28 木 SC来校日  

14 木 
５年白玉工場見学  SC来校日 

修学旅行リモート説明会 
29 金 

５年夢の教室 

教育相談日 

15 金 

４年クリーンセンター見学 

にじいろ活動 

陸上部競技場練習会参加児童下校 17：30 

30 土  

※修学旅行説明会は、リモートでも実施します。 

・学校からの伝達する情報が多く、質問等は共有できる場を設けようと考えています。 

※14日 5年３Dスコリオ健診は背骨の検査です。小５中２で実施します。 

※27 日 6 年「きらきらし」は日光東照宮についての事前学習です。 

※体力テストは９月後半を予定しています。 

【１０月の主な予定】 

10/3（火）３年校外学習  10/4（水）小学校体育大会 10/5、6 体育大会予備日  

10/13～14（金土）６年修学旅行  10/16（月）６年振替休業 10/26（木）合同音楽会  

10/31（火）通知票配付日    SC来校日 10/12,26（木） 

令和５年９月 1 日 

 

松戸市立相模台小学校 

校長  保坂  和志 
９月号№５ 

 

児童数 

９月行事予定 

裏面もあります 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

林間学園 2日目 5 

16:55現在 

ひぐらしの鳴き声が響く木漏れ日の中、オリエンテーリングを楽しみました。起伏にと

んだ森の中はちょっとしたスリルもあり、子ども達のチームワークを高めています。 

戻って来た子ども達は、 

も～くたくたですとか、 

ロープで降りる時が冒険みたいだった！ 

ワクワクがとまんなかった！ 

一人だったら終わってた。 

などグループ活動を楽しんでいる様子がうかがえました。 

今は部屋で友達との話で盛り上がっていました。 

この後は食事を取って、子ども達お待ちかねのナイトハイクです。 

林間学園の他の取組はHPでご覧ください。 

8/24 先生達の夏休み 

 

先月にお伝えした校外学習の予察以外にも、このように先生方は夏休み研修を重ねたり作

業したり、しているのです。 

8/21には第一中学校に中部小、北部小、松ケ丘小そして本校の五校の先生達が集まり、合

同の研修会を行いました。１２の教科や領域に分かれ、普段の実践や子ども達の様子などを

共有し連携を図りました。 

8/22には、職員作業で体育館から延びた排水溝をきれいにしました。これで大雨が降っても安

心です。 

2学期の図工の実技研修も行います。図工の学習の進め方のポイントや水彩画の扱い方、

子ども達に発想のヒントになるような素材づくりを行いました。作業するにつれ楽しみな

がら取り組んでいました。 

表現の楽しさは大人も子ども達も一緒なのです。 

夏休みだからこそできる研修を重ねているのです。  

〇夏休み作品展について 

今年度も課題のコメントをゴム印等にします。 

子ども達の夏休みの頑張りは、各学級で振り返りの時間を設け， 

頑張った様子や楽しかった思い出を伝え合っていきたいと思います。 

 

○松戸拘置所の逃走訓練について 

 松戸・東京拘置所、警察署、市役所等が連携して松戸裁判所から被疑者が逃走

したことを仮定した訓練が１１/１６に行われます。 

本校も万が一を想定し、引き渡しを行います。詳細は後日手紙でお知らせし

ます。 

 

○皆勤賞について 

令和６年度から６年間の皆勤賞の表彰は実施しません。 

皆勤賞のために体調不良でも登校したり、コロナ禍で登校できない場合もあっ 

たりしたデメリットがあったためです。 

９月の生活目標 

 

 

長い夏休みが終わり、今日からいよいよ２学期が始まります。 

久しぶりの学校生活なので９月は原点に戻り、「あいさつ」がきちんとできるように取り組ん

でいきたいと思います。 

４、５月の生活目標にも「あいさつ」を設定しましたが、そもそも、なぜ、あいさつは大事な

のでしょうか？ 

「挨拶」の「挨」には「押し開く」、「拶」には「迫る」という意味があるそうです。つまり、

「挨拶」は、「相手の心を開いて、相手の心に近づく」という意味になります。 

そのためには、ただあいさつをするだけでは、相手の心を開いたり、相手

の心に近づいたりすることはできません。自分から進んでしたり、笑顔でし

たりすることが大切となってきます。 

私たち教員も「あいさつをしよう」「あいさつをすることは大切」という

声かけだけではなく、子どもたちとあいさつをする意味やその仕方について

一緒に考え、良い２学期のスタートがきれるよう取り組んでいきたいと思い

ます。 

すすんで あいさつ をしよう（素敵なあいさつで良い２学期のスタートを）  


